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　平成２３年４月から協働のまちづくりにおける自治組織制度がスタート
しました。市内８地区ごとに設置された地区まちづくり委員会の正副委
員長さんと、６９の自治会の正副自治会長さんを紹介します。

市民協働課市民活動グループ
�２９８－１１１１
（内線２６３・２６５）

問い合わせ

　

地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
現
在
の
地
区

（
旧
町
村
単
位
）
を
基
本
単
位
と
し
、
地
区
内
の
自

治
会
だ
け
で
な
く
、
地
区
内
で
活
動
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
昨
年
ま
で

の
分
館
や
３
支
部
（
体
育
協
会
・
青
少
年
育
成
那

珂
市
民
会
議
・
明
る
く
住
み
よ
い
那
珂
市
民
運
動

推
進
協
議
会
）、
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
で
行
っ

て
い
た
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
昨
年
ま
で
の
区
を
基
本
と
し
た
単

位
自
治
組
織
で
す
。（
芳
野
１
・
２
・
６
区
は
統
合

さ
れ
、
飯
田
自
治
会
と
な
り
ま
し
た
）

　
　

の
自
治
会
長
さ
ん
と
、　

の
副
自
治
会
長
さ

６９

７４

ん
が
い
ま
す
。（
額
田
地
区
の
額
田
第
三
自
治
会
、

菅
谷
地
区
の
鷺
内
自
治
会
、
菅
谷
中
宿
自
治
会
、

五
台
地
区
の
東
木
倉
自
治
会
、
芳
野
地
区
の
旭
自

治
会
は
２
人
で
す
）

　

市
民
の
最
も
身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ

る
組
合
（
班
）
と
い
う
単
位
を
通
じ
て
、
日
常
的

な
交
流
や
支
え
合
い
、
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

神崎地区まちづくり委員会
拠点施設【神崎地区交流センター】副委員長委員長

横堀１５２６番地１（ふれあいセンターよこぼり内）
小川　�也生田目　拶雄

�・FAX　２７０－８００８

額田地区まちづくり委員会
拠点施設【額田地区交流センター】副委員長委員長

額田南郷３１番地２（新設）
船橋　利秋松本　　守

�・FAX　２９５－６１１０

菅谷地区まちづくり委員会
拠点施設【菅谷地区交流センター】副委員長委員長

菅谷２３７８番地１（旧中央公民館菅谷分館）會澤　恒男
小林　　淨

�・FAX　２９５－７１７５平野　道代

五台地区まちづくり委員会
拠点施設【五台地区交流センター】副委員長委員長

後台１４９１番地４３（ふれあいセンターごだい内）
根本　良久峯島　　壽

�　３５３－２６６６　FAX　３５３－２６６７

戸多地区まちづくり委員会
拠点施設【戸多地区交流センター】副委員長委員長

戸２２９７番地（旧戸多幼稚園）
大武　文雄美山　哲男

�・FAX　２９７－０８７７

芳野地区まちづくり委員会
拠点施設【芳野地区交流センター】副委員長委員長

飯田３０７番地１（ふれあいセンターよしの内）木名瀬　正造
�野　四郎

�　295－2673　FAX　295－2819和田　正國

木崎地区まちづくり委員会
拠点施設【木崎地区交流センター】副委員長委員長

門部２７６９番地１（旧木崎学童保育所）
澤幡　祝行海野　藤男

�・FAX　２９８－０７６７

瓜連地区まちづくり委員会
拠点施設【瓜連地区交流センター】副委員長委員長

古徳３７１番地（総合センターらぽーる内）
寺門　征也谷島　貞男

�　２９６－１１３４　FAX　２９６－３９３４



広報なか７月号３

地区まちづくり委員会・自治会地区まちづくり委員会・自治会

　

自
治
会
長
さ
ん
は
、
地
域
の
代
表
と
し

て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
市
政
に
対
す
る
要
望
の

取
り
ま
と
め
や
地
域
に
共
通
す
る
課
題
等
に

つ
い
て
自
治
会
役
員
の
皆
さ
ん
な
ど
と
協
力

し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
治

会
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て

は
、
行
政
と
協
議
す
る
な
ど
、
行
政
と
の
重

要
な
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

副自治会長自治会長旧区名自治会名地区

山田　　均車田　　務野仲野仲

五
台

藤根　　毅増子　孝之上宿上宿

海野　安夫三田寺　正義中宿後台中宿

井上　　清鴨志田　　弘田向田向

加藤　二朗�橋　昌三後台３後台第三

石井　信行後藤　和夫中台１中台第一

江面　　遠菊池　義敬中台２中台なみき

石川　孝次根本　良久中台津田中台津田

小薗井　博士
海老澤　季雄東木倉東木倉

坂場　　實

山田　満彦�橋　正夫西木倉西木倉

坂本　龍男宮田　経詔豊喰豊喰

秋山　良三小貫　暎夫下江戸下江戸

戸
多

黒澤　正宏秋山　不二夫大内大内

小瀧　辰雄小堆　幹治田崎田崎

小田部　陽一郎美山　哲男立石立石

檜山　忠雄檜山　英治宿宿

高岡　章博大武　文雄若宮若宮

小暮　一義水野　一男中谷原中谷原

鈴木　重成木名瀬　正造第１・２・６飯田

芳
野

古橋　司農夫�野　四郎第３鴻巣

�畑　精一
吽野　　誠第４旭

勝山　三郎

小林　　孝和田　正國第５戸崎

箕川　貢雄鈴木　　隆第３鹿島

木
崎

仲田　　精澤幡　祝行第４白河内

初瀬　喜一郎海野　藤男第５門部台

中井川　　實中井川　恭之第６門部圷

�澤　　功�澤　光一第７下河原

鈴木　　功鈴木　秀義第８北酒出

瀬谷　敏雄桐原　陽一第９内宿

片岡　英明袴塚　正浩第10新宿

先�　二郎金子　　巖静静

瓜
連

寺門　久一飯田　士朗下大賀下大賀

萩野谷　光男渡辺　久雄瓜連上瓜連上

関谷　紘一萩野谷　孝夫瓜連中瓜連中

中井川　明夫秋野　一郎瓜連下瓜連下

勝村　晃夫小徳　修一古徳古徳

鈴木　清治引田　武雄中里中里

樫村　貞夫�畑　　誠鹿島鹿島

赤川　　博大内　俊正平野１平野第１

根本　昌明谷島　貞男平野２平野第２

和久　幸夫小野瀬　一則平野３平野第３

副自治会長自治会長旧区名自治会名地区

山田　義文武藤　　等本米崎本米崎

神
崎

小田倉　壽治小澤　一夫向山向山

加藤　正毅生田目　拶雄横堀横堀

小薗井　秀男小川　�也堤堤

海野　宏幸木野内　忠雄杉杉

船橋　　進樫村　紀男第１額田第一

額
田

小泉　正宏小林　保久第２額田第二

堀米　瑞男
平山　弘治第３額田第三

川野輪　善市

川又　隆一箕川　敏男第４額田第四

川�　保道中嶋　紀夫第５額田第五

鈴木　宇一郎宮崎　勝文第６額田第六

加藤　　進
鹿島　　勇鷺内鷺内

菅
谷

大森　政一

宮田　正紀赤津　忠昭東組東組

荒木　武平平野　建一寄居寄居

成田　義美赤津　健次仲之内仲之内

磯�　弘郎堀江　信一堀之内堀之内

平野　重雄樫村　富雄下宿下下宿下

古屋　　薫檜山　智三下宿上下宿上

松田　正紀
�村　忠夫中宿菅谷中宿

寺門　喜勝

軍司　秀文柏村　國勝上宿１上宿第１

照沼　　捷川野　勝行上宿２上宿第２

秋葉　　昭宇佐美　健一上宿３上宿第３

卜部　一弘小橋　　順一の関一の関

寺門　勝一�橋　　脩原福田原福田

海野　彰彦吉原　良一仲福田仲福田

助川　俊彦後藤　　衛下福田下福田

篠原　晃重圷　　　幸かしま台かしま台

北畠　公則飛田　　捷ときわ台ときわ台



４

　

那
珂
市
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
６
月

２０

１
日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

取
り
付
け
が
必
要
な
の
は
寝
室
と
階
段

の
天
井
ま
た
は
壁
面
（
※
寝
室
が
２
階
等

に
あ
る
場
合
）
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
器
に
は
煙
感
知
式
と

熱
感
知
式
が
あ
り
ま
す
。
寝
室
や
階
段
に

は
煙
感
知
器
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
火
気
を
使
用
す
る
場
所

（
台
所
等
）に
は
熱
感
知
式
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
防
災
設
備
取

扱
い
店
や
電
気
器
具
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
家
電
量
販
店
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。

　

お
求
め
の
際
は
日
本
消
防
検
定
協
会
の

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」の
付
い
て
い
る
も
の
を
お

勧
め
し
ま
す
。「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」が
付
い
て

い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
国
が
定
め
る

法
令
規
格
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
火
災
の
怖
さ
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
…
？

火
災
か
ら
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め

自
分
自
身
の
命
を
守
る
た
め

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

「
今
」
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課

�
２
９
５
・
２
１
１
１　

内
線　
２７

問
い
合
わ
せ

取
り
付
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

取
り
付
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

取
り
付
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

※市町村の火災予防条例によって義務設置場所、設置時期が異なることがありますので、
最寄の消防本部、消防署に確認しましょう

義務設置…寝室・階段（煙式）※階段は２階等に寝室がある場合です
任意設置…台所・居室（煙式または熱式）

取　付　場　所



広報なか７月号５

取　付　位　置

　
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
お
手
入
れ
や
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
警
報
が
鳴
っ
た
と
き
は

【
火
災
の
と
き
】

大
声
で
「
火
事
だ
ー
」
と
周
り
に
火
災
を
知
ら
せ
、
１
１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

可
能
な
ら
消
火
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
火
災
で
は
な
い
と
き
（
誤
報
）】

湯
気
や
煙
な
ど
を
感
知
し
て
警
報
が
鳴
っ
た
時
は
、
警
報
音
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ

も
が
つ
い
て
い
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
ひ
も
を
引
く
、
も
し
く
は
、
室
内
の
換
気
を
す
る
と

警
報
音
は
止
ま
り
、
通
常
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。

【
台
所
で
よ
く
な
る
場
合
】

煙
や
湯
気
が
直
接
か
か
ら
な
い
場
所
に
警
報
器
の
場
所
を
変
え
る
か
、
熱
式
の
警
報
器
に

取
り
換
え
て
く
だ
さ
い
。

煙
霧
式
の
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
際
は
…

警
報
器
を
取
り
外
す
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
火
災
予
防
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
殺
虫
剤
使
用
後
は
必
ず
警
報
器
を
元
の
状
態
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

○
点
検
の
方
法

正
常
に
作
動
す
る
か
、
月
に
１
回
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
手
入
れ
】

警
報
器
に
ホ
コ
リ
が
付
く
と
火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
、

乾
い
た
布
で
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
台
所
に
取
り
付
け
た
警
報
器
は
、
油
や
煙
な
ど
に
よ
り
汚
れ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
布
に
水
や
せ
っ
け
ん
水
を
浸
し
、
十
分
絞
っ
て
か
ら
汚
れ
を
ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ス
ト
】

テ
ス
ト
は
、
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も
が
つ
い
て
い
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
ひ
も
を
引

い
て
行
え
ま
す
。
詳
し
く
は
製
品
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
交
換
の
時
期
と
廃
棄
方
法

【
電
池
切
れ
】

電
池
切
れ
の
時
に
は
音
声
で
お
知
ら
せ
す
る
か
、
ピ
ッ
…
ピ
ッ
…
と
短
い
音
が
一
定
の
間

隔
で
鳴
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
電
池
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

【
警
報
器
本
体
の
寿
命
は
…
？
】

警
報
器
本
体
の
寿
命
は
、
お
お
む
ね　

年
で
す
。
設
置
後　

年
が
経
過
し
た
ら
新
し
い
警

１０

１０

報
器
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
廃
棄
す
る
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
ル
ー
ル
に
従
っ

て
適
正
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
入
れ
点
検
方
法

【天井の場合】

【梁などがある場合の取付位置】壁面からの取付位置 【エアコンなどの場合の吹き出し口付近の取付位置】

◆火災警報器の中心を梁（はり）
から６０��以上離します

◆換気扇やエアコンの吹き出し
口から１．５ｍ以上離します

【壁面の場合】

◆天井から１５～５０��の範囲に火災警報
器の中心がくるように取り付けます

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
消
防
署
や
市
役
所
の
職
員
等
が
一
般
住
宅

を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
販

売
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
不
審
に
思
っ
た
ら
…

・
は
っ
き
り
断
る

・
書
類
（
契
約
書
）
に
は
、
押
印
や
サ
イ
ン

を
し
な
い

・
相
手
が
脅
迫
的
な
行
動
に
出
た
と
き
は
、

警
察
に
通
報
す
る

日本消防検定協会の
ＮＳマーク

◆火災警報器の中心を
壁から６０��以上

　離します
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行
政
概
要
報
告

■
行
財
政
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
の
確
保
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
５
月
に
マ
ッ
ト

レ
ン
タ
ル
業
者
と
広
告
入
り
マ
ッ
ト
の
設

置
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
８
月
か
ら
市
民

課
カ
ウ
ン
タ
ー
前
な
ど
３
か
所
に
マ
ッ
ト

９
枚
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

■
市
長
専
用
公
用
車
の
売
却
に
つ
い
て

　

市
長
専
用
車
の
廃
止
に
伴
い
不
用
と

な
っ
た
公
用
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヤ

フ
ー
の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し

て
売
却
を
行
っ
た
結
果
、
１
５
３
万
３
３

３
３
円
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

８
地
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
と

　

の
「
自
治
会
」
で
そ
れ
ぞ
れ
設
立
総
会

６９を
開
催
し
、
新
た
な
市
民
自
治
組
織
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■
国
際
親
善
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に

つ
い
て

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
中
学
生
交
換
交

流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
震
災
の
影
響

等
を
考
慮
し
、
今
年
度
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

■
総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ぬ
ま

荘
」
に
つ
い
て

　

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

（
水
戸
市
、
笠
間
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
那

珂
市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
、
東

海
村
）
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
「
ひ

ぬ
ま
荘
」
の
浴
室
棟
が
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
半
壊
し
、
３
月　

日
以
降
休
館
と

１１

な
っ
て
お
り
ま
す
。
改
修
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
副
管
理

者
会
議
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
末
を
目

２４

途
に
「
ひ
ぬ
ま
荘
」
の
廃
止
と
事
務
組
合

を
解
散
す
る
手
続
き
を
進
め
る
方
針
で
合

意
し
ま
し
た
。

■
八
重
桜
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

毎
年
開
催
し
て
い
る「
八
重
桜
ま
つ
り
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
震
災
の
影
響
に
よ
り

中
止
し
ま
し
た
が
、
４
月　

日
、　

日
に

２３

２４

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
八
重
桜
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
よ
り
一
部
予
定
が
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
希
望
と
勇
気
と
元
気
を
与
え
る

イ
ベ
ン
ト
や
義
援
金
活
動
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月　

日
に
は
、
音
楽
を
通
じ

３０

て
震
災
復
興
へ
の
希
望
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
の
金
管
五
重

奏
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

２２

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
平
成　

年
２３

度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第

２
２
１
条
第
３
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推

進
に
関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
お
よ
び

１８

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

■
開
発
行
為
の
許
可
等
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
県
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
事
前

相
談
・
許
可
お
よ
び
証
明
の
事
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
変
更
認
可
に

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
業
務
委
託
を
発

注
し
ま
し
た
。

■
農
地
転
用
の
許
可
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
県
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
農

地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
の
許
可
等
に
対

す
る
事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
学
校
施
設
等
耐
震
補
強
事
業
に
つ

い
て

　

芳
野
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
に
工
事
を
発
注
し

ま
し
た
。
２
学
期
の
供
用
開
始
ま
で
は
、

１
年
生
・
２
年
生
が
仮
設
校
舎
、
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
が
体
育
館
を
使
用
し
て

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の
消
防

３１

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
１
６
０
５

１２

人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得
と

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま

議会

　市長提出議案は、報告２０件、条例の一
部改正４件、平成２３年度補正予算２件、
合わせて２６件です。審議の結果、２５件に
ついて原案のとおり可決。１件について
は、原案否決となりました。
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た
、
普
通
救
命
講
習
会
を
２
回
行
い　

人
３８

が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま

し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
２
件
、
林
野
が
１
件
、
そ
の
他
が
４

件
、
合
計
７
件
、
救
急
出
場
件
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、
急
病
が
３
２
４
件
、
交
通
事

故
が　

件
、
そ
の
他
が
１
６
９
件
、
合
計

７８

５
７
１
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

３
月　

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

１１

洋
沖
地
震
に
よ
り
、
那
珂
市
で
は
震
度
６

強
を
観
測
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
地
震
直
後
か
ら
市
内
で
全

戸
停
電
と
な
り
、
避
難
所
の
開
設
や
仮
設

ト
イ
レ
の
設
置
に
あ
た
り
ま
し
た
。
避
難

所
は
最
大
で
７
か
所
開
設
し
、
利
用
者
数

は
延
べ
約
１
万
１
千
人
に
も
上
り
ま
し
た

が
、
全
員
が
住
む
場
所
を
確
保
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
４
月　

日
に
閉
鎖
し
ま
し
た
。

１０

　

被
害
を
受
け
た
住
家
は
５
月
末
日
現
在

で
、
全
壊
が　

棟
近
く
、
半
壊
が
１
２
０

５０

棟
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
家
が
被

害
を
受
け
、　

歳
以
上
で
環
境
上
の
理
由

６５

お
よ
び
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
そ
こ
で
生

活
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
高

齢
者
４
世
帯
５
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
措
置
を
講
じ
ま

し
た
。

　

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
浄
水
施
設

や
配
水
管
等
が
損
壊
し
市
内
全
域
で
断
水

と
な
っ
た
た
め
、
給
水
所
の
設
置
や
市
民

の
か
た
か
ら
井
戸
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

な
ど
で
対
応
し
ま
し
た
。
３
月
末
に
は
応

急
復
旧
工
事
の
結
果
、
市
内
全
域
で
給
水

を
再
開
し
ま
し
た
。
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
木
崎
浄
水
場
内
沈
澱
池
や
幹
線
道

路
横
断
管
等
の
仮
復
旧
箇
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
年
内
完
成
を
目
指
し
て
本
復
旧
作

業
を
進
め
て
お
り
、
事
業
費
の
概
算
は
２

億
２
９
０
０
万
円
で
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
震

発
生
後
７
８
０
世
帯
余
り
で
利
用
不
可
能

な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
応
急
復
旧
工

事
に
よ
り
現
在
は
全
世
帯
で
利
用
可
能
で

す
。
本
復
旧
工
事
の
概
算
は
、
事
業
費　
２２

億
４
千
万
円
、
復
旧
延
長
２
万
１
７
４
７

メ
ー
ト
ル
で
す
。
工
事
の
期
間
お
よ
び
着

手
時
期
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

２３

２４

度
の
２
か
年
を
予
定
し
て
お
り
、
本
年　
１０

月
上
旬
の
工
事
着
手
に
向
け
て
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
供

用
開
始
し
て
い
る
５
地
区
は
、
管
路
お
よ

び
処
理
施
設
の
一
部
に
損
傷
が
あ
り
ま
す

が
利
用
可
能
で
す
。
し
か
し
、
４
月
１
日

の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
た
鴻
巣
地
区

は
、
管
路
部
の
損
傷
が
大
き
く
全
世
帯
で

利
用
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
復
旧
工
事
の
概
算
は
、
事
業
費
９

億
円
、
復
旧
延
長
５
４
３
３
ｍ
で
す
。
工

事
の
期
間
お
よ
び
着
手
時
期
は
、
平
成　
２３

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
２
か
年
を
予
定

２４

し
て
お
り
、
本
年　

月
上
旬
の
工
事
着
手

１０

に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
水
利
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

里
第
２
排
水
路
横
断
災
害
復
旧
工
事
お
よ

び
古
徳
、
静
等
５
か
所
の
た
め
池
災
害
復

旧
工
事
を
４
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
根
の

棟
、
水
道
管
の
漏
水
、
ガ
ス
管
の
亀
裂
等

の
被
害
箇
所
の
応
急
処
置
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
鴻
巣
、
静
駅
前
、
鷺
内
住

宅
等
の
室
内
被
害
の
個
別
調
査
を
行
い
、

修
繕
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路

表
層
・
の
り
面
等
の
破
損
が
約
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
陥
没
箇
所
と
し
て
下
水
道
管

埋
設
部
が
約　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
点

２２

在
す
る
約
１
３
０
０
か
所
が
被
害
を
受

け
、
４
月
に　

本
の
応
急
復
旧
工
事
を
発

１２

注
し
ま
し
た
。
事
業
費
は
概
算
で
４
億
９

千
万
円
で
す
。
ま
た
、
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
の

一
部
や
木
崎
橋
等
が
現
在
で
も
通
行
止
め

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
の
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
園

舎
が
被
害
を
受
け
、
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
五
台
と
横
堀
の
幼
稚
園
で
は
各
小

学
校
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
小

中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
、
校
舎
や
体
育

館
、
プ
ー
ル
等
が
被
害
を
受
け
、
本
米
崎

小
学
校
、
額
田
小
学
校
、
戸
多
小
学
校
お

よ
び
瓜
連
中
学
校
を
除
く
体
育
館
は
、
特

に
損
傷
が
大
き
い
た
め
使
用
禁
止
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
順
次
改
修
工
事
や

修
繕
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調

理
施
設
等
の
損
壊
に
よ
り
給
食
を
提
供
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
月
９
日
か
ら
市

内
小
中
学
校　

校
の
給
食
を
再
開
し
ま
し

１６

た
。

　

社
会
教
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
公
園
が
ア
リ
ー
ナ
棟
の
外
壁
剥
離
、
室

内
プ
ー
ル
の
天
井
落
下
等
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
総
合
公
園
内
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
野
球
場
、
多
目
的
広
場
お
よ
び

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ア
リ
ー
ナ
棟
の

ま
わ
り
に
危
険
防
止
の
防
護
柵
を
設
置

し
、
７
月
１
日
か
ら
使
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
は
天
井
の
一
部
が
落
下

し
、
瓜
連
体
育
館
は
屋
根
や
外
壁
等
が
剥

離
し
ま
し
た
。
修
繕
が
終
了
し
、
安
全
が

確
認
さ
れ
た
後
、
速
や
か
に
使
用
を
再
開

し
ま
す
。
中
央
公
民
館
は
、
天
井
が
一
部

落
下
し
た
集
会
ホ
ー
ル
は
使
用
を
禁
止
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
会
議
室
等
は

使
用
が
可
能
で
す
。
ふ
れ
あ
い
の
杜
公
園

お
よ
び
神
崎
運
動
公
園
は
５
月
１
日
に
、

瓜
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
５
月　

日
に
修
繕
が

１７

完
了
し
ま
し
た
の
で
、
開
園
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
館
す
べ
て
通
常
ど
お
り
開
館
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
移
動
客
席

お
よ
び
舞
台
吊
り
も
の
の
損
傷
が
激
し

く
、
修
繕
作
業
中
で
す
。
修
繕
が
終
了

し
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
後
、
速
や
か
に

使
用
を
再
開
し
ま
す
。

　

那
珂
聖
苑
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月　
１４

日
か
ら
火
葬
業
務
を
、
３
月　

日
か
ら
式

２５

場
使
用
を
再
開
し
ま
し
た
。
正
面
入
口
の

石
積
の
崩
落
や
火
葬
炉
付
帯
設
備
を
固
定

す
る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
破
損
等
の
被
害
を
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◎報告
専決処分について（平成２３年東日本大震災に係る
災害被害者に対する市民税等の減免の特例に関す
る条例）／専決処分について（那珂市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）／専決処分につ
いて（平成２２年度那珂市一般会計補正予算（第７
号））／専決処分について（平成２２年度那珂市下水
道事業特別会計補正予算（第３号））／専決処分に
ついて（平成２２年度那珂市農業集落排水整備事業
特別会計補正予算（第３号））／専決処分について
（平成２２年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘
定）補正予算（第４号））／専決処分について（平
成２２年度那珂市水道事業会計補正予算（第２号））
／専決処分について（平成２３年度那珂市一般会計
補正予算（第１号））／専決処分について（平成２３
年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第１
号））／専決処分について（平成２３年度那珂市公園
墓地事業特別会計補正予算（第１号））／専決処分
について（平成２３年度那珂市農業集落排水整備事
業特別会計補正予算（第１号））／専決処分につい
て（平成２３年度那珂市水道事業会計補正予算（第
１号））／専決処分の報告について（損害賠償補償
事故の賠償額の決定）／平成２２年度那珂市一般会
計繰越明許費繰越計算書について／平成２２年度那
珂市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書に
ついて／平成２２年度那珂市農業集落排水整備事業
特別会計繰越明許費繰越計算書について／平成２２
年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別
会計繰越明許費繰越計算書について／平成２２年度
那珂市一般会計事故繰越し繰越計算書について／
平成２２年度那珂市下水道事業特別会計事故繰越し
繰越計算書について／平成２２年度那珂市農業集落
排水整備事業特別会計事故繰越し繰越計算書につ
いて

◎条例の一部改正
那珂市税条例の一部を改正する条例／那珂市災害
弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例／那珂市医療福祉費支給に関する条例の一部を
改正する条例／那珂市原子力発電施設等立地地域
における固定資産税の特別措置に関する条例の一
部を改正する条例

◎平成２３年度補正予算
平成２３年度那珂市一般会計補正予算（第２号）／
平成２３年度那珂市一般会計補正予算（第３号）

受
け
て
お
り
、
今
後
、
順
次
修
繕
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

４
月
７
日
か
ら
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
に
よ
る
国
の
支
援
金
、
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
お
よ
び
県
・
市
の
災
害
見
舞
金

の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
５
月　
２０

日
か
ら
市
の
見
舞
金
の
支
給
を
開
始
し
、

支
給
状
況
は
５
月
末
日
現
在
で
、
住
家
の

全
壊
が　

件
、
半
壊
が　

件
、
非
住
家
の

２４

６７

半
壊
以
上
が　

件
、
合
計
１
３
６
件
で
総

４５

額
６
２
０
万
円
で
す
。

　

被
害
を
受
け
た
那
珂
市
に
対
し
て
全
国

か
ら
多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
５
月
末
日
現
在
で
、
個
人
か
ら　
２６

件
、　

万
６
２
８
２
円
、
法
人
・
団
体
等

６６

か
ら　

件
、
７
５
３
万
２
５
８
４
円
、
合

２３

計　

件
で
総
額
８
１
９
万
８
８
６
６
円
で

４９
す
。
こ
の
義
援
金
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、
５
月　

日
に
第
１
回
那
珂
市
災
害
義

１３

援
金
配
分
委
員
会
を
開
催
し
、
配
分
対
象

者
や
配
分
基
準
等
を
決
定
し
ま
し
た
。
配

分
金
額
は
、
死
亡
お
よ
び
全
壊
が
４
万

円
、
半
壊
が
２
万
円
で
、
国
お
よ
び
県
か

ら
の
義
援
金
と
合
わ
せ
、
５
月　

日
か
ら

２７

支
給
を
開
始
し
ま
し
た
。
支
給
状
況
は
５

月
末
日
現
在
で
、
死
亡
が
１
件
、
全
壊
が

　

件
、
半
壊
が　

件
、
合
計　

件
で
、
国

２３

６７

９１

お
よ
び
県
の
支
給
金
額
と
合
わ
せ
総
額
３

１
０
５
万
円
で
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の

事
故
の
影
響
を
考
慮
し
、
水
道
水
の
放
射

性
濃
度
の
測
定
や
、
市
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
観
測
値
の
監
視
を
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
健
康
へ
の
影

響
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農

畜
産
物
の
出
荷
制
限
や
事
故
後
の
風
評
被

害
等
を
受
け
、
損
害
を
受
け
た
農
業
者
の

賠
償
請
求
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
、
５
月

　

日
に
「
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物

１９損
害
賠
償
対
策
那
珂
市
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
関
係
者
へ
の
周
知
お
よ
び
説

明
会
を
行
っ
た
後
、
６
月
６
日
に
申
請
窓

口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
ご
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
３
月　

日
か
ら
那
珂
総
合

１３

公
園
調
整
池
に
お
い
て
受
入
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
３
月　

日
に
、
り
災
証
明
書

１４

の
発
行
窓
口
や
震
災
に
関
す
る
総
合
相
談

窓
口
を
市
役
所
１
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

那
珂
市
の
受
け
た
被
害
は
大
き
く
広
範
囲

に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
被
害
総
額
は　

億
５０

円
を
超
え
る
額
に
な
り
ま
す
が
、
早
期
復

旧
・
復
興
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　

平
成　

年
６
月
７
日

２３

 

 
那
珂
市
長　�
��
�
�
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　精神または身体に障害のある２０歳未満の児童を家庭
において監護している父、もしくは母、または父母に
代わってその児童を養育しているかたが受給できる手
当です。手当には、障害の程度により１級、２級があ
ります。該当となる障害の程度は右表のとおりです。
ただし、次の場合は受給資格に該当しません。
・児童および父、母または養育者が日本国内に住ん
でいないとき
・児童が障害による公的年金を受給することができ
るとき
・児童が児童福祉施設に入所しているとき（保育
所・通園施設・肢体不自由児施設への短期母子入
所を除く）

　なお、特別児童扶養手当は児童扶養手当、子ども手
当、障害児福祉手当との併給が可能です。
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支払月

（支給対象月）
手当月額

（児童１人につき）

４月（１２～３月分）
８月（４～７月分）
１２月（８～１１月分）

５０，５５０円１級

３３，６７０円２級

　請求者や配偶者および扶養義務者の所得が所定の限
度額を超えている場合は、手当を受給することができ
ません。

�������	
�

�������
　この手当を受けるためには、申請が必要です。
　申請は、市役所１階の社会福祉課で受け付けていま
す。手当は申請のあった翌月分から該当となります。
申請時に必要な書類は次のとおりです。
・認定請求書
・請求者と対象児童の戸籍謄本
・請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
・診断書（障害によって所定の様式があります）
・振込先口座申出書（請求者名義の口座）
※通帳（請求者名義）

　認定請求書、診断書、振込先口座申出書などの所定
の様式は社会福祉課にありますので、お問い合わせく
ださい。また、平成２３年１月１日現在で那珂市にお住
まいでなかった場合は、平成２３年度の所得証明書等が
必要となります。

��������	
���

・身体障害者手帳の判定がおおむ
ね１・２級（内部的疾患含む）
程度に該当するかた

・療育手帳の判定が�・Ａ程度の
知的障害である場合または同程
度の精神障害がある場合

１級

・身体障害者手帳の判定がおおむ
ね３級（内部的疾患含む）程度に
該当するかた

・療育手帳の判定がＢ程度の知的
障害である場合または同程度の
精神障害がある場合

２級

※障害の程度はおおむね上記のとおりで
すが、身体障害者手帳または療育手帳
をお持ちでないかたも、上記と同程度
（国民年金の障害等級における１・２級
と同じ）と診断されれば、該当となりま
す。
※障害が重複する場合は、それぞれの障
害程度を総合的に確認し、手当の等級
が認定されます。身体の機能障害、病状
または精神障害でそれぞれ単独の診断
書で受理しても等級の認定に影響がな
い場合には、単独の障害での申請とな
ります。

　なお、診断書は次の場合において省略することが
できます。（手帳の写しを添付）
○療育手帳の判定が�・Ａの場合
　※判定月の当月または翌月申請に限る

� ��������������������������������������������������������

○身体障害者手帳（内部障害を除く）の等級（複数障
害がある場合は障害ごとの等級）が１からおおむね
３級の場合

　手当を受給しているかたは（支給停止のかたも含
む）、毎年、所得状況届を提出することになっていま

� ������������������

す。これによって、８月分以降１年間の手当支給の可
否が決定されますので、社会福祉課から通知がありま
したらご提出ください。

現在、受給しているかたは
　所得状況届の提出が必要です



１０

��������	
�����������	
���
�������	

○エアコンのフィルターを定期的（２

週間に１回程度）に掃除しましょう

○冷蔵庫内にビニールカーテンを取り

つけましょう

○お湯はガスコンロで沸かし、ポット

の電源は切りましょう

○洗濯機は、容量の８０％程度を目安に

まとめ洗いをしましょう

○日中、短時間であればノートパソコ

ンの電源を抜いて使いましょう

○掃除機の紙パック式はこまめにパッ

クを交換しましょう

○節電のための家事スケジュールをた

てておきましょう（日中（９時～２０

時）を避けて電気製品を上手に使う

ため、１日の家事スケジュールを事

前にたてておきましょう）

○旅行や外出も節電に役立ちます（外

出時の家庭の電力消費は、在宅時を

大きく下回ります。旅行や外出は、

有効な節電手法の一つです）

○食器のまとめ洗いやシャワー時間の

短縮など節水を心がけましょう（節

水によって、水を送るポンプや上下

水道施設の消費電力を減らすことが

できます）

その他の対策メニュー

冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉
を開ける時間をできるだけ減らし、食品をつ
めこまないようにしましょう

日中は照明を消して、夜間も照明をできるだ
け減らしましょう

テレビは省エネモードに設定するとともに画
面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。

ご飯は炊飯器で早期にタイマー機能で１日分
まとめて炊いて、冷蔵庫に保存しましょう

リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切
りましょう。長時間使わない機器はコンセン
トからプラグを抜いておきましょう

外出している時にも、４、７、８、１０の対策に取りくみましょう

家庭の節電対策メニュー
� �������������������������������

節電効果

エアコンは室温２８℃ を心がけましょう

家庭で取りくむ節電対策メニュー

すだれやよしずなど窓からの日差しを和らげ
ましょう（エアコンの節電になります）。

無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機
を使いましょう

１０％

削減率 削減消費電力

１３０Ｗ

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは電力の増加になるので注意しましょう

１０％ １２０Ｗ
※設定温度を２℃ 上げた場合

５０％ ６００Ｗ

２％ ２５Ｗ

５％ ６０Ｗ

１％未満 ５Ｗ
いずれかの対策により

２％ ２５Ｗ

便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機
能があれば、これらを利用しましょう

上記の機能がなければコンセントからプラグ
を抜いておきましょう

２％ ２５Ｗ
※標準→省エネモードに設定し、
　使用時間を２／３に減らした場合

２％ ２５Ｗ��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

エアコンの控えすぎによる熱中症などに気をつけて、無理のない範囲で節電しましょう�

節電のお願い
　東日本大震災のため電力の供給が落ち込んでいます。このため、ご家庭では、夏（７月～９月）の平日の９時～
２０時における使用電力を１５％減らすことをめざして、節電に取りくんでいただきますようご協力をお願いします。
特に７月～９月の平日は冷房需要が増え、１日の中では１４時頃に家庭を含む全体の電力需要が最も大きくなりま
す。１日を通じた節電を心がけつつ、特に日中（９時～２０時）の節電をお願いします。

どんな電気製品を使っている？
　夏の日中（１４時頃）には、在宅世帯は平均で約１２００Ｗの電力を消費しており、そのうちエアコンが約半分を占め
ています。外出中の世帯でも、冷蔵庫、温水洗浄便座、待機電力などにより、平均で約３４０Ｗの電力を消費してい
ます。

主な電気製品の消費電力について
　家庭には１０００Ｗを上回る電気製品がたくさんあります。消費電力の大きい電化製品（温水洗浄便座、電気ポッ
ト、食器洗い乾燥機、オーブントースター、掃除機、ドライヤー、洗濯乾燥機（乾燥）、浴室乾燥機、ジャー炊飯
器、電子レンジ、アイロン、IHクッキングヒーター等）は、平日の日中（９時～２０時）を避けて使いましょう。

�������	
��������������
※節電効果の記載値は、在宅世帯の日中の平均的消費電力（１４時：１２００Ｗ）に対する削減
率と削減消費電力の目安です（資源エネルギー庁推計）。また、削減率は全て小数点以下
を切り捨てています。
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熱中症情報に関するホームページ
環境省　
熱中症情報　http://www.env.go.jp/
chemi/heat_stroke/
熱中症予防情報サイト　http://www.
nies.go.jp/health/HeatStroke/index.
html

������へ避難させる
�衣服を脱がせ、������
��������	する

�熱中症になったときの処置は…

�������	
������������������� �
　一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症の予防を呼びかけ合うことで、熱中症の発生を防ぐことができます。
特に、 熱中症にかかりやすい�������	���
��については、�������	
����ように
しましょう。

�������	
������� �
　熱中症患者のおよそ半数は高齢者（６５歳以上）です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下しており、
暑さに対する体の調整機能も低下しています。のどの渇きを感じていなくても�������	をしたり、暑さを
感じなくても扇風機やエアコンを使って����をするように心がけましょう。

�������	
�������� �
　人間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して、暑さに対する抵抗力（感受性）は個人によって異なります。�
��������	
��暑さの抵抗力に合わせて、万全の予防を心がけましょう。

�������	
��������������������� �
　皆さまに節電の取り組みをお願いしていますが、節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないようご注
意ください。気温が高い日や湿度の高い日には、�������	
������������������よ
うにしましょう。

��������	
������	�

�������	
������������������������ �!"#$%�&ことにより、体
内に熱がたまり、�������	
、さらには�������などの症状が現れ、重症になると����など
が起こります。
●気温が高い、湿度が高いなどの����と、体調が良くない、　暑さに体がまだ慣れていないなどの������
�������	
��������������������������� !"#�$%&�&'()

●屋外で活動しているときだけでなく、就寝中など室内で熱中症を発症し、救急搬送されたり、不幸にも亡くなら
れたりする事例が報告されています。�������	
����� �

�熱中症とは

�������	
������ ��������������� ��熱中症の予防法

○こまめな水分・塩分の補給
※高齢者、障害児・障害者のかたは、のどの渇
きを感じなくても、こまめに水分補給を

水分・塩分補給

○こまめな体温測定
  （特に体温調整が十分でない高齢者、障害児・
障害者、子ども）
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用
○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

体調に合わせた取り組み

○扇風機やエアコンを使った温度調整
○室温が上がりにくい環境の確保
　（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
○こまめな室温確認、WBGT値（※）の測定
※�������	
������������������
※�������	
��
��������������
��
�������	
�������������������

���

熱中症になりにくい室内環境

○日傘や帽子の着用
○日陰の利用、こまめな休憩
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

外出時の準備

　 �������	
������������� 熱中症になった場合も、適切な応急処
置により救命することができます。 一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調
の変化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症による健
康被害を防ぎましょう。
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食
中
毒
と
は
、
有
害
、
有
毒
な
微
生
物

や
、
科
学
物
質
等
、
毒
素
を
含
む
飲
食
物

を
人
が
口
か
ら
摂
取
し
た
結
果
と
し
て
起

こ
る
、
下
痢
や
嘔
吐
や
発
熱
な
ど
の
症
状

を
示
す
健
康
被
害
を
言
い
ま
す
。

です
　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
行
い
、
家
庭
か
ら
食
中

毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃
の
食
事
に
注
意
し
て
、
偏

食
せ
ず
に
多
く
の
食
材
を
取
り
、
体
力
を
つ
け
て
、
免
疫

を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
で
も
、
下
痢
や
嘔

吐
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
は
医
者
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
期
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
も
っ
と
も
食

中
毒
の
発
生
が
増
え
る
時
期
で
す
。
食
中
毒
と

い
う
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
店
で
の
食
事
が

原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎
日
食
べ
て
い

る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
し
、
発

生
す
る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

帰
宅
後
や
食
事
の
前
の
手
洗
い
は
基
本
で
す
が
、

家
庭
で
出
来
る
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
を
防
ぐ
基
本
は
、
食
中
毒

の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を

「
つ
け
な
い
」「
ふ
や
さ
な
い
」「
や
っ

つ
け
る
」
こ
と
で
す
。

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ

�
�
�
�
�
�
�	
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食
中
毒
を
予
防
し
よ
う
！

食
中
毒
を
予
防
し
よ
う
！
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ひ
た
ち
な
か
農
業
協
同
組
合
専

務
生
田
目
さ
ん
と
、
那
珂
地
区
と

う
も
ろ
こ
し
部
会
・
南
瓜
部
会
の

か
た
が
た
が
６
月　

日
、
市
の
特

２３

産
品
で
あ
る
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
と
味

来
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
を
持
ち
、

風
評
被
害
の
払
拭
と
、
Ｐ
Ｒ
も
か

ね
て
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
採

れ
た
て
の
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
と
味
来

は
、
今
年
も
実
り
も
よ
く
甘
く
育

ち
ま
し
た
。
市
で
は
、
そ
の
お
い

し
さ
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

那
珂
市
の
特
産�
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
�
味
来

�
月�

日
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
完
全
移
行

��

　

６
月　

日
〜
８
月　

日
の
期
間

１５

２６

市
役
所
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
で
、
総
務
省

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
デ

ジ
サ
ポ
茨
城
が
地
デ
ジ
臨
時
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
７

月　

日
に
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

２４
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移

行
す
る
た
め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
に

関
す
る
意
見
や
相
談
を
毎
週
木
曜

日
、　

時
〜　

時
の
間
随
時
受
付

１０

１６

を
し
て
い
ま
す
。
相
談
に
訪
れ
た

か
た
は
ア
ン
テ
ナ
の
交
換
に
関
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
相
談
し
て
い
ま
し
た
。

公
共
施
設
に
花
を
寄
贈　

６
月
９
日
、
那
珂
市
農
業
後
継

者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
、
那
珂

市
役
所
を
は
じ
め
、
中
央
公
民
館

や
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
等
、

市
内
の
施
設
計　

か
所
に
セ
ン

１１

パ
ー
ベ
ゴ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
タ
ー　
４５

鉢
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
那

１５
珂
市
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
は
、
こ

の
事
業
を
こ
れ
ま
で　

年
以
上
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１４

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

５月１５日～６月１４日（敬称略）

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税　２期

○国民健康保険税（普通徴収）　１期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 １期

納期限：８月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３
� 人の動き �

那珂市の人口（６月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４８７人 （＋２）
　女　　　２８，４０２人 （＋１２）
　計　　　５５，８８９人 （＋１４）
世帯数　　２０，９６４世帯　（＋１４）

○出生　４４人
○死亡　４７人

（５月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９３８人

　（平成２３年５月末現在・

 前月比２２人増加）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億５，４６２万円

　（平成２３年５月・

 前月比１，９２９万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

�������	

　地震の影響により、市立図書館は当
分の間休館します。
　再開については、詳しい日程等が決
まりましたら改めてお知らせします。
問い合わせ／市立図書館　�３５２－１１７７

�������	


�������	
��

　気象庁は、７月中旬までに、新たな「高温注意情報」の発表開始、「異常天候
早期警戒情報」における熱中症に注意を呼びかけるコメントの追加、気象庁
ホームページの充実など、熱中症対策に関する気象情報等を拡充します。
　情報等については、次のとおりです。

問い合わせ／水戸地方気象台防災業務課　�２２４－１１０６

アドレス先発表官署情報名発表条件

http://www.jma.go.jp/jp/soukei/気象庁異常天候早期警戒情報
５日目以降の１週間の平均気温
が平年よりかなり高いまたはか
なり低い場合

http://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/水戸地方気象台

高温に関する茨城県
気象情報

向こう１週間で最高気温が概ね
３５度以上になることが予想され
る場合（数日前に発表）

茨城県高温注意情報
翌日または当日の水戸市、土浦
市で最高気温３５度以上が予想さ
れる場合

切手・テレカボランティア ポピー
 ８，０００円
寺門正次 ３，８００円
那珂市区長会 １１８，４３９円
匿名 １，６６５円
匿名 ５，０００円
野木利三郎 １０，０００円
特定非営利活動法人たすけあい
ネット民の会 ５００，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

那珂市区長会の皆さん



広報なか７月号１５

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／８月３日（水）、１７日（水）、
　　　　　２４日（水）、３１日（水）
　　　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）�２９８－８８８１

　農業委員会では、農業委員と農業委
員会事務局が次の事項について農地パ
トロールを実施します。
○目視による遊休農地の把握
○農地法の許可（届出）案件の履行状
況調査・確認

○農地の違反転用の早期発見
調査期間／７月～１０月
調査対象地域／市内のすべての農地
問い合わせ／農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

　農地（田・畑）に雑草が繁茂して、
近隣の農地や生活環境に影響を及ぼす
箇所が見受けられます。ご自分の所有
または借り受けている農地は、草刈
り、耕起等を行い周囲に迷惑をかけな
いよう、適正な管理をお願いします。
問い合わせ／農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

７日　なかむら内科・
　　　泌尿器科クリニック （飯田）

�３５３－２３１０
１４日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５
２１日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０
２８日　小野瀬医院 （後台）

�２９５－２２２１

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

８月の休日当番医

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

　誰もが楽しみながら実践できる省エ
ネ効果の高い、緑のカーテン作りに参
加してみませんか。緑のカーテンを街
中に広めましょう。
対象者／市内の一般家庭、事業所、店舗
応募方法／応募用紙に必要事項を記入
し、郵送、持参、Ｅメールでグリーン
カーテン・取り組みの様子の写真を添
えてご応募ください。
応募期限／１０月１７日（月）
その他／応募用紙は、市環境安全課、
瓜連支所または市ホームページから取
得できます。
　ご応募いただいたグリーンカーテン
の写真・エピソードは、市のホーム
ページで紹介します。
　参加者の中から抽選で記念品を進呈
します。
申し込み・問い合わせ／

市環境安全課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４６～４４８

Ｅメール

　kankyou-a@city.naka.lg.jp

心配ごと相談

農地パトロールの実施
（利用状況調査）

農地の適正な管理について

那珂市グリーンカーテン

日時／８月９日（火） １３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談



１６

■作り方

①トマトはヘタを取り、１個を６つのくし型に切る
②豚薄切り肉を広げて、練りがらしを中心に薄くぬり、トマトを乗
せてクルクルと巻いて、楊枝で留める
③ボウルに卵を溶き、水・みじん切りした青じそ（４枚分）を混ぜ、
小麦粉を加えてサックリと全体を混ぜて衣をつくる
④バットにラップを敷き、茶こしで小麦粉をまんべんなく振り、②
を並べてからさらに茶こしで小麦粉（大さじ２）を振りかけて全
体にまぶす
⑤④を衣につけ、１７５℃に熱した油でカラッと揚げる
⑥楊枝を抜いて器に盛り、１５０℃位に下げた油で素揚げした青じそ、
レモン、塩を添える

�������	
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■コメント
　　からしの量はお好みでどうぞ。揚げた
ての熱いうちがおいしいですよ。

トマトの豚肉巻き揚げ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■材料（４人分）

　トマト …………中２個　　　
　豚薄切り肉 ……１２枚（１８０ｇ）
　練りがらし ……小さじ２　　
　小麦粉 ………… カップ２／３　　
　青じそ …………４枚　　　　
　レモン …………１個　　　　
　塩 ………………適量　　　　

　【衣】

　卵 ………………… １／２個　　　
　小麦粉 …………… カップ２／３　
　青じそ …………… ４枚　　　
　水 ………………… カップ２／３　

　５月９日～６月３日の期間、埼玉県桶川市から、災害

復旧の応援のために６人の職員が那珂市に派遣され、業

務にあたってくださいました。

　３人ずつ２班にわかれて、交替で那珂市

での業務にあたった桶川市の皆さんは、地

震で被害を受けた市内の建物の被害状況を

調査する業務に従事しました。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

戸多（高齢食部会）

秋山　かつさん
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ま
ど

�

�
月�

日
�
�
月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
	

お
め
で
た

向
山 

大
内　
　

正
一 

　

歳
９０

菅
谷 

大
塚　
　

光
一 

　

歳
７４

平
野 

関
根　
　

律
子 

　

歳
７７

額
田
南
郷 

岩
佐　
　

あ
き
の 

　

歳
９０

津
田 

佐
藤　
　

キ
ノ 

　

歳
９３

戸
崎 

古
田�
　

米
子 

　

歳
７２

田
崎 

冨
田　
　

て
る 

　

歳
８６

後
台 

増
子　
　

周
一 

　

歳
７９

東
木
倉 

後
藤　
　

馨 

　

歳
８２

戸 

寺
門　
　

け
さ 

　

歳
８５

後
台 

松
本　
　

容
子 

　

歳
４１

戸 

渡
邊　
　

道
男 

　

歳
５３

福
田 

�
橋　
　

は
る
み 

　

歳
５９

東
木
倉 

外
山　
　

き
み 

　

歳
９２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み






